
（事業（事業（事業（事業報告報告報告報告書書書書））））    

          特定非営利活動法人 冀北の杜  

平成 28 年度事業報告書 

１ 事業実施の方針および事業内容 

１障害者就労継続支援（Ｂ型）事業所開設し、利用される方々へ良好な通所となるよう努めた。 

２仕事の創造は利用者の個性に応じて、様々なものに取り組んだ。 

例えば、ペンタスポケットは防災用の収納ボックス、古着をリメイクしてバックに仕立てる恋布 

物語、部品の袋づめ内職、絵本の原稿を公募しコンテストで原稿を選び挿絵を描いて創作絵本、 

小物縫製として雑巾やマグネットやお守り袋など多彩な品の制作、点字名刺等。 

３ペンタス祭り、調理実習の実施や課外活動（視察見学）などして利用者が、通所の楽しみを実感 

してもらう取り組みも合わせて行った。 

４支援会議を開催し、利用者の安定的支援や能力開花に繋がる意見交換をした。 

５職員の学習会を開催した。（市役所福祉課から講師を招聘） 

６事業所への支援として、寄付金を集めたり、工場の草刈りの仕事を請け負い、事業所の経営支援 

をした。 

  ７利用者が少なく、経営困難であり、利用者を求めて広報活動を繰り替えし展開した。合わせて来 

期のサービス管理者の求人の為の活動を展開した。 

  ８家主である倉真報徳社と連携して、トイレの多機能化と合併浄化槽設置における補助金取得、耐 

震診断の補助金取得や診断事業所の選定等支援を行った。 

  ９通所支援のために、送迎車を年度末に 1台購入し合わせて 2台の車を持つことになった。 

  10 次年度からの植生班として屋外の仕事を創出する準備をした。（ビニールハウスで花苗） 

２ 事業の実施に関する事項 

(1) 特定非営利活動に係る事業 

事 業 名 事 業 内 容 

実施 

 

日時 

実施 

場  所 

従事者 

の 

人 数 

受益対象者

の範囲及び

人数 

支 出 

見込額 

(千円) 

障害者の日

常生活及び

社会生活を

総合的に支

援するため

の法律に基

づく障がい

者福祉サー

ビス事業 

Ｂ型支援所開設、運営Ｂ型支援所開設、運営Ｂ型支援所開設、運営Ｂ型支援所開設、運営    

・4 月 12 日開所式 

・1人の利用者から 

 年度末には 11 人 

・仕事は 

 点字名刺、ペンタスポ

ケット、恋布物語、創作

絵本、小物縫製、草取り、

部品内職、 

 

28 年

４月 

 

 

29 年 

3 月 31

日 

事業事務所 

常勤 

2 人 

非常勤

５人 

利用者は毎

日通所者3人 

週 2～3日 

通所者 8人 

 

年平均4.1人 

延べ1.032人 

活動日数 

230 日 

8275 千円 

広報誌・募集要項等作成 無 事業事務所  不特定多数 ０円 



社会や組織

に対等な関

係性で交わ

ることがで

きる人材育

成をするイ

ンクルージ

ョンな能力

開化事業 

市役所協働公募事業 

採択 

「絵本は愛情ホルモ

ン・優しい心のバトンを

つなぐ」事業展開 

創作絵本づくり 

「おひざにだっこ」 

7 月～

29年 3

月 

事業事務所 

理事・職

員・複数

の 市 民

団 体 で

実 行 委

員 会 組

織化 

不特定多数 400 千円 

地域の高齢

者や更生保

護が必要な

青少年等と

障がい者が

関わるまち

づくり事業 

地域との協働 

・高齢者ボランティアを

募り、市の委託事業の

草刈りや民間工場の

草刈り活動の受託な

ど 

 

～ 

３月 

 

屋外 

① 西高前 

ミニ公園 

② 大東地区

工業団地

内工場 

ボラン

ティア

５人 

事業委託者 120 千円 

その他、この

法人の目的を

達成させる為

に必要な事業 

① 事業所トイレ改修、

浄化槽敷設替えへの

協力（補助金取得） 

② 安全安心な事業所で

あるために耐震診断

実施をサポート 

（補助金取得） 

 

 

 

 

～ ２

月 
 理事長 

利用者及び

家主及び地

域住民 

 ０円 

＊活動はホームページにてタイムリーに掲載し、報告している。 


